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POINT     CHEMISTRY

周期表化学

POINT     PHYSICS

節はじめの　  から，学習内容に関連した問いかけを表示
できます。日常生活と関連した物理など，思考力・判断力・表
現力を養う題材を豊富に取り上げています。選択形式で答
えやすく，授業の導入に最適です。

学習ツールの　　 から，周期表を表示できます。どのページ
からでも表示できるので，気になったときにすぐに調べられ
ます。各元素の物性のほか，単体の写真や元素の区分，発見・命
名にまつわるエピソードなどの情報を見ることができます。

選択問題

詳しい
活用法動画は
こちら！

授業の導入に 学習の興味づけに

オ ス ス メ 活 用 法
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徒
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理 科
SCIENCE

物理

POINT     EARTH SCIENCE

用語辞書地学

POINT     BIOLOGY

      マークから,構成要素を個別に表示できる機能をもっ
た図版を呼び出すことができます。 図中の注目してほしい
部分を個別に表示したり，順番に表示したりしながら段階
的に説明することで，図の理解が深まります。

学習ツールの　  から，用語辞書を表示することができます。
検索機能では，キーワードを直接入力するだけでなく，分野で
絞り込んで検索することも可能です。どのページからでも表
示できるので，わからない用語があったときは，すぐに調べる
ことができます。

レイヤー図版

授業中 家庭学習中 先
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徒
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クリック!

POINT 2     MATHEMATICS

POINT 1     MATHEMATICS

ふせんモードを使用します。
ランダムで出題される問題を，生徒に答えさせます。授業の
はじめに前時で学習した問題に取り組むことで，効率よく
復習をしてから次の学習内容に入ることができます。

教科書の　　から，他シリーズの教科書の類問や該当紙面
を表示することができます。
お使いの教科書の問題だけでなくもっと多くの問題を生徒に
提示したいとき，すぐに類問を表示することができます。学習
内容が定着するまで，さまざまな問題で演習が可能です。

問題集の　　から，教科書・参考書の類問や該当紙面を表示
することができます。
問題を解いていてわからないところがあったとき，教科書
をすぐに見返して復習ができます。教科書には解説動画も
収録されているので，わからない部分の理解に繋がります。

入力モードを使用します。
自動で正誤判定ができるので，スキマ時間を使って楽しく反
復演習をすることができます。全問正解するとメダルが獲得
できるなど，ゲーム感覚で学習を進められます。

教材連携

計算カード

詳しい
活用法動画は
こちら！

授業冒頭の5分で 移動などのスキマ時間で

授業中 家庭学習中 

オ ス ス メ 活 用 法
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数 学
MATHEMATICS

表示したい問題・紙面を選択

クリック!

クリック!

※購入済のデジタル教科書・教材，デジタル副教材で連携ができます。



鈴木先生と

生徒さんへ

インタビュー

　　　　　を利用する大きな理由として，「生徒に宿題を配信
できるから」ということがある。
「　　　　　先生用サイト」を利用すると，生徒が所有してい
るデジタル副教材に収録されている問題を，宿題として配信す
ることができる。この機能がとても便利で，生徒もこの方式に
よって配信される宿題を日常的に解いている。
「先生用サイト」は頻繁に利用するため，「こういうことができる
とよいのだが」と感じることも多い。アップデートにより，要望
していた機能が実現することもあり，これから先のアップデー
トにも期待している。

沼津市立
沼津高等学校

学校内各所で快適なインターネット接続が実現されていて，各
教科の授業で「1人1台のiPad」が利用されている。また，教室
には電子黒板が設置されているが，鈴木先生の授業は「iPad
は使うが，電子黒板は使わない」というもの。同校において鈴木
先生の授業方式はやや特殊とのことだが，その内容とは…。

　  「（問題集）3TRIAL」や「（参考書）

チャート式解法と演習」のデジタル副教材にある

「学習の記録」機能です。正誤を記録しておき，

正しく解くことができなかった問題のノートの写真

をあとから見返すことができます。テスト前に苦手

な問題を確認するときなどに，とても便利です。

先生から生徒への宿題の配信
SCENE

02

生徒は日常的に　　　　　を利用して学習を行っている。配信され
た宿題に対して「学習の記録」をつけて，「宿題の提出」を行う，とい
う一連の流れは，生徒にとっても便利なようである。
生徒は，宿題を提出するときに撮影した「正しく解くことができな
かった問題の写真」をテスト前などに見返すことがあり，そのことが
重要と考えているようである。　　　　　が生徒の学びの支援に
なっている一面といえるだろう。
なお，「公式集」や「用語辞書」などの学習用コンテンツを利用してい
ない生徒もいるようだが，生徒間で便利な使い方を教え合うこと
で，利用する生徒が増えるのではないか，と思っている。

学習の記録と宿題の提出　
SCENE
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指導者用
デジタル教科書
（教材）

使用しているICT教材・端末

の便利な機能は？
鈴木先生に質問。 鈴木先生に質問。 生徒さんに質問。

へのご要望は？ の便利な機能は？

　 授業ではアニメーションコンテンツをよく利用

しています。「たすきがけの因数分解」「平均変

化率の極限値」などの説明に便利なコンテンツ

が収録されていますが，数列の分野で「自然数

の2乗の和の公式の成り立ちを図で説明する」

コンテンツがあるといいな，と思っています。

A.　 授業では教材の内容に関するさまざまな機

能を使っていますが，それとともに生徒へ宿題を

配信する機能を日常的に利用していて，とても便

利です。生徒も「iPadに宿題が配信される」

「ノートを撮影した写真を提出する」ことに慣れて

いて，スムーズに運用しています。

A. A.

Q . Q . Q .
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POINT 2 を利用した宿題の配信と提出

POINT 1 先生のiPadの画面を生徒のiPadに共有する

ICT活用事例

鈴木翔 教諭

学習者用
デジタル副教材

指
導
者
用

学
習
者
用

鈴木先生の授業では，通常の黒板・電子黒板ともに利用場面がない。
それでは，先生は生徒に対して，どのように問題や解説を提示している
のだろうか。鈴木先生は，教卓に置いたiPadの画面に，「指導者用デジ
タル教科書」や，解説事項と問題を記した自作の教材を表示させて，そ
の画面を「Google MeetTM 」を利用して，生徒のiPadに共有している。
先生が 　　　　　のペンツールなどを利用してiPadに解説を書き込
むと，生徒のiPadにそれが共有される。先生は書き込みながら生徒に
対して説明を行い，生徒は自分のiPadを見ながら説明を聞く，という方
式である。このとき，画面のスクリーンショットを保存する生徒もいる。
また，紙による単元小テストや，iPadを利用して「授業のふりかえりの
記入」も行われているが，全体として「iPadと紙をうまく併用する」授
業が実現されている。

生徒はiPadに提示される問題を解くとき，iPadではなくノートに解答
を書く。また，過去に先生から解説がなされた際に保存したスクリーン
ショットを参照して，内容を確認しながら解いている生徒もいる。生徒
はこの方式に慣れていて，授業の進行はとてもスムーズである。その結
果，生徒どうしによる話し合いの時間をとることもでき，教室内の各
所で協働的な学びが見られる。

鈴木先生によれば，「この方式は数学のどの分野・項目でも実施するこ
とができる」とのことで，現在担当されている高校1年生・高校2年生の
授業では，すっかり定着している。ただし，「数学Ⅲ」「数学C」の内容と
なると，説明が長くなる傾向があり，ひと工夫必要になるかもしれな
い，とのこと。

問題と解説の提示
SCENE
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【iPad】
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ペンツール 宿題の配信機能

学習の記録機能

 数学Ⅰ・数学Ⅱ

静岡県
公　立

数学
MATHEMATICS

数学Ⅰ他
3TRIAL
数学Ⅰ＋A 他



帝京大学
可児高等学校

               は長年使用しており，授業開始時の小テストなどの
プリント作成に活用。また，現在は                 も利用しており，                     
                  の画面をプロジェクタからスクリーンに投影して授業
を行っている。無線ＬＡＮは体育館や特別教室を含めた校内各所に
設置し，生徒には1人1台 ChromebookTM を貸与している。

　 　　　　 を利用することで，授業の幅が広が

りました。しかし，生徒に貸与している Chromebook

には，回線にフィルターをかけているので，授業中に

学習内容の検索ができない点が課題となります。

また，ICT機器の効果的な活用方法を他の先生

に発信していく活動も重要になってくると思います。

岐阜県
私　立 指導者用

デジタル教科書
（教材）

物理

使用しているICT教材・端末

導入した効果は？
これからの
ICT活用の課題は？

Q .

　 節はじめに収録されている選択問題がオスス

メです。導入ならではの易しい問題でありながら，

生徒に考える機会を得られるような問題を発信し

たかったので大変重宝しています。また，準備が難

しい実験やイメージしづらい分野の解説をする際に

は，動画コンテンツが大いに役立っています。

A.　 以前は自作したプリント主体の授業をしていまし

たが，プリントには習得すべき内容を載せすぎてしま

い，生徒が手を動かして考える機会を奪ってしまった

ように思います。今では，            のコンテンツを

利用することで，授業中に生徒に問いかけて考えて

もらう機会を増やすことができるようになりました。

A . A.

Q . Q .
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先生への

インタビュー

POINT 2 デジタルとアナログを併用したハイブリットな授業

POINT 1 デジタル教材を活用した知識の定着と思考力の養成

ICT活用事例

プリント作成に活用。また，現在は                 も利用しており，  

ように思います。今では，            のコンテンツを

　 　　　　 

                  の画面をプロジェクタからスクリーンに投影して授業                  の画面をプロジェクタからスクリーンに投影して授業

田中 英之 教諭  物理

を
オススメのコンテンツは？

で

指
導
者
用理科

SCIENCE
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物理の「指導者用デジタル教科書（教材）」には，節はじめに学
習内容に関連した問いかけが「選択問題」として収録されてい
る。導入に最適な問題となっており，回答には選択肢が与えら
れているため，取り組みやすいのが特徴だ。「選択問題」をスク
リーンに投影して，生徒に問いかけることで，生徒に考える機
会を与えることができ，思考力・判断力・表現力を養うことが
できる。

さらに，「Google フォーム」の拡張機能を利用して，生徒の考
えを集計している。集計した回答はスクリーンに投影してクラ
ス全体に共有をすることで，生徒は自分の考えと他の生徒の
考えを確認できるため，「自分の考えと何が違うのか？」など課
題意識をもって授業にはいることができる。
また，授業ではコンテンツなどを表示しながら，適宜板書もし
て説明をしている。そうすることで，生徒はノートをとるため黒
板に集中するだけでなく，学習内容が可視化されることで理
解を深めることができる。

アナログにはアナログのよさがあり，デジタルにはデジタル
のよさがある。デジタルは生徒の理解を助けたり，先生が授
業を行ったりするための一つのツールとして考え，両者のよい
ところを授業に取り入れていくことが重要だ。

講義 選択問題
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【Windows】 【Chromebook】

授業ではPCをプロジェクタに接続し，「指導者用デジタル教科書
（教材）」に収録されている教科書の紙面やデジタルコンテンツ，
「Gooｇle スライドTM  」などの内容をスクリーンに投影している。

まず授業開始時には，前回の授業の復習として小テストを行っ
ている。「授業では学習内容を理解，そして次の授業開始時に
小テスト」というサイクルをくり返すことで，学習内容を定着さ
せることが狙いである。小テストは                   で作成。テスト中は                
                     のタイマー機能を使用し，スクリーンに時間を表示して
いる。生徒には Chromebook を貸与しているので，解答を「Google

フォーム」で集計している。集計することで，生徒の解答をリアルタイムで確認し，生徒がどこで躓いているかをすぐに把
握できるため，その後の解説に生かすことが可能だ。

プリントやスライドでは，静止した物体のようすなどを見せること
はできても，物体の動きを見せることは難しい。そのため，動画やア
ニメーションで，物体の動きを示すことができるのは大きな強みと
いえる。準備が難しい実験だけでなく，電気や波などについて解
説する際には，動画やアニメーションは生徒の理解に対して非
常に効果的だ。また，重要な箇所を一時停止したり，くり返し示し
たりできる点もデジタルならではの強みである。
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授業はじめの小テスト Google フォーム
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アニメーション

なお，写真の物理教室はスクリーンと上下式黒板が設置されているが，中学・高
校のすべての普通教室にはホワイトボード，プロジェクター，PCとWi-Fiルーター
が完備されており，瞬時に教材や資料を投影することができる。



共立女子
中学高等学校

2018年4月から教員全員にiPadが貸与され，全教室に電子黒板機
能付プロジェクターを導入した。2019年4月より中学1年生と高校
1・2年生に，2020年6月より生徒全員にタブレット端末を持たせて
いる。授業では「学習者用デジタル版 フォトサイエンス生物図録」を
使用しており，教員用iPadの画面を投影して授業を進めている。

　 動画・アニメーションなど，コンテンツの数が前の

制度と比べて増えていて大変ありがたいですが，さ

らに全分野で網羅されていると嬉しいです。

          だけで完結できると非常に便利なの

で，より一層，コンテンツが充実することを期待して

います。

東京都
私　立

使用しているICT教材・端末

導入の決め手は？
今後に期待したいことは？Q .

　 遺伝とDNA，刺激への反応の分野が効果的

でした。この分野では，板書では手に負えない部

分や口頭での説明が難しい部分があるので，図や

動画・アニメーションの活用場面が多いです。また，

生徒にコンテンツを見せると，イメージがしやすいた

め直感的な理解に結びつけることができました。

A.アニメーションの豊富さが決め手です。生物では，

動きを確認するため，アニメーションを使った説明をし

たいことが多くあります。授業で提示することはもちろ

んですが，生徒がくり返し視聴できる点においても大

変重宝しています。また，アニメーションがきれいで見

やすいのも決め手の一つです。

A . A.

Q . Q .

08 09

先生への

インタビュー

POINT 2 豊富なコンテンツによる直感的な理解の手助け

POINT 1 デジタル化で実現できるスムーズな授業

ICT活用事例

          

坂本 彩子 教諭  生物

の 効果的だった分野は？

学習者用
デジタル版
フォトサイエンス

生物図録

理科
SCIENCE

生物では，板書や口頭での説明が難しく，生徒が理解するまでに時間
がかかるような分野が多々ある。そのようなときは動画やアニメー
ションを見せながら説明している。動画やアニメーションは，生物を
理解するうえで非常に相性がよい。さらに，生徒自身のiPadで実際に
さわって考えさせたりすることによって，より理解を深めることがで
きる。

授業中に理解するのが難しかった箇所はiPadを持ち帰り，自宅での
復習を推奨している。自分のペースでコンテンツの見たい部分をくり返
し視聴できる点は，デジタルならではの利点である。

コンテンツの利用
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アニメーション
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生徒にはプリントを配布し，解説する際には「学習者用デジタル版 
フォトサイエンス生物図録」の紙面，動画やアニメーションなどのコ
ンテンツを投影しながら授業を進めている。紙面を大きく表示した
り，動画やアニメーションなどのコンテンツを再生したりする際に
は，主にスクリーンシートに投影しているが，以前に最前列の生徒
から「目が疲れる」という声があったため，スクリーンシートを外し
て直接黒板に投影するなど，使用場面によって投影の仕方を切
り替えている。生徒は黒板に投影している画面と同じ画面を手元
のiPadに表示し，授業に臨んでいる。

目的のページを瞬時に開き，すぐ投影できる機能は非常に魅力的
である。本文中のリンクから飛んだりもどったりといったページ移動
がスムーズにできるので，書籍を活用するときと比べて授業時間の
短縮になっている。さらに，本文に関連する動画・アニメーション
のリンクが近くにあり，見せたいときにボタン一つですぐ見せ
られるのでテンポよく授業を進められ，大いに役立っている。
短縮できた時間の中で，より生徒のようすに目を向けながら授業を
進められるようになった。

講義1
SCENE

01

09

1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付
けた授業用プリントを作成し，生徒に配布している。また，3年生の授業
では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解
いてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年で
も，プリントを活用しているが，授業中には「学習者用デジタル版 フォト
サイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示した
り，動画やアニメーションなどのコンテンツを表示したりしている。この
ように，授業のすべてをデジタルで完結させることはせず，デジタルに
はデジタルのよさがあり，紙には紙のよさがあるということを踏まえて，
必要な場面でデジタルを活用することを心掛けている。

講義2
SCENE

03

【iPad】

1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付1・2年生の授業では，習得事項を穴埋めにして，教科書の図版を貼り付
けた授業用プリントを作成し，生徒に配布している。また，3年生の授業けた授業用プリントを作成し，生徒に配布している。また，3年生の授業
では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解では，入試演習をさせるために入試問題を掲載したプリントを週末に解
いてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年でいてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年でいてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年でいてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年でいてきてもらい，次の週の授業で問題の解説を行っている。どの学年で
も，プリントを活用しているが，授業中には「学習者用デジタル版 フォトも，プリントを活用しているが，授業中には「学習者用デジタル版 フォト
サイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示したサイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示したサイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示したサイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示したサイエンス生物図録」を開いておき，必要に応じて紙面を拡大表示した

ように，授業のすべてをデジタルで完結させることはせず，ように，授業のすべてをデジタルで完結させることはせず，ように，授業のすべてをデジタルで完結させることはせず，
はデジタルのよさがありはデジタルのよさがありはデジタルのよさがありはデジタルのよさがありはデジタルのよさがあり
必要な場面でデジタルを活用する必要な場面でデジタルを活用する必要な場面でデジタルを活用する必要な場面でデジタルを活用する必要な場面でデジタルを活用する

学
習
者
用



POINT 2     JAPANESE

POINT 1     JAPANESE

現代文教材
教材本文の抜き出し（カード化）機能を使用します。抜き出
した本文中の語句に対して手書きを加えることで，臨場感
のある板書作成ができます。

教科書の　　から，教材に関連する国語便覧のページを表示
することができます。教材の導入解説などを，国語便覧の記事
を利用しながら行っていただくことが可能です。

教科書の　　から，教科書本文に関係する古典文法テキス
ト・漢文句法テキストの紙面を表示することができます。教
材本文に登場する文法事項について，理解を深められます。

古典教材
フレーズごとの訳文表示機能を利用します。古文では品詞分
解と活用表，漢文では書き下し文を表示することで，訳読を
スムーズに進めることができます。

教材連携

掛図

授業中

授業中 家庭学習中 

オ ス ス メ 活 用 法

先
生

先
生

生
徒
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国 語　　
JAPANESE

11

詳しい
活用法動画は
こちら！

POINT 2     ENGLISH

POINT 1     ENGLISH

基本的な「英語」「日本語」カード以外に，「英日併記」「発音記
号のみ」「白紙（音声のみ）」も使用できます。表示順だけでな
く次のカードに移るインターバルなども変更可。設定次第
で，音読・リスニング・暗記など，色々な目的に活用できます。

教科書本文を制限時間内に訳す（話す）練習ができます。「英
→日」「日→英」から選択でき、一度に訳す単位も「フレーズ
ごと」「1文ごと」のいずれかを指定可能です。

制限時間タイマーは画面上部にバーで表示され，タイム
アップ直前には赤色に変わります。ゲーム的要素として授
業を盛り上げるほか、活動の時間を区切って授業のペース
を保つのにも役立ちます。

出題する新出語を同一レッスンの全パートから選択できる
ようになりました。「間違えやすい単語のみを試験前に確認」
「レッスンの終わりに新出語をまとめて復習」といった使い
方ができます。

通訳トレーニング

新出語フラッシュカード 

詳しい
活用法動画は
こちら！

お好みに合わせて詳細な設定ができます！ 単語を選択して効率的に学習

「その場で」訳すトレーニング！ 教室の雰囲気を活気づけたいときに

オ ス ス メ 活 用 法

先
生

先
生

生
徒

10

英 語
ENGLISH

（指導者用デジタル教科書（教材）に搭載）
A

あ

制限時間の長さは調節可能です。

（英語コミュニケーション）

※購入済のデジタル教科書・教材，デジタル副教材で連携ができます。



本文読解にあたっては教科書本文が収録された「テキスト
ビュー」機能を使って電子黒板に投影し，要所で手元のiPad
にペンで書き込んで解説を行っている。岡本先生は，あらかじ
め本文内容が収録されていて板書の手間が省ける点がデジタ
ル教科書の魅力だと語る。また電子黒板にも書き込み機能は
備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操
作が完結するだけでなく，書き込んだ内容を残しておいて後
から確認できるのも大きなメリット。岡本先生は                                
の「ワークスペース」機能を活用して，全クラス分の書き込み
内容を消さずに残しているという。

レッスンの総まとめとして，語彙や語法といった本文の重要事
項の定着度を確かめるために，岡本先生は「テキストビュー」
に備わっているマスク機能を活用する。

理解度をチェックしたい箇所がマスクされた状態の英文を投
影し，生徒をペアに分ければ準備完了だ。ペアのうち1人が解
答者となり，もう1人が聞き役になる。合図とともに解答者は，
並んで表示された日本語訳も頼りにしながら，マスクされた
箇所を自力で埋めた英文を口頭で聞き役に伝える。

当該の文を生徒たちが相方に対してひと通り答え終わったら
岡本先生がマスクを解除しつつ重要事項を改めて解説し，別
の文についてペアの役割を交代しながら進めていくといった
具合。

マスクの箇所や個数は，隠したい単語をクリックやタップす
るだけで調節できるので，さまざまなクラスで応用可能な活
動といえるだろう。上級者向けには，日本語訳の表示をOFF
にして実施してみてもよいかもしれない。

京都府立
洛西高等学校

「指導者用デジタル教科書（教材）」を，iPadにインストールした
　　　　 アプリにダウンロードして使用。指導者用のiPad導
入に続き，2022年度からは1人1台端末として生徒用のiPad
が導入されているが，教科や先生によって活用状況はさまざま。
岡本先生は，授業での活用は生徒各自に任せているという。

本文読解

　 ICTの活用がますます当たり前になっていくだ

ろうと感じています。効率化によって得られた授業

時間の余裕で，生徒とのコミュニケーションを増やせ

るメリットもあるのではないでしょうか。また学習者用

のデジタル教科書についても，機能や付加価値

次第で導入を検討することになると思います。

ペンツール
SCENE

01 空所補充ペア活動 マスク機能（テキストビュー）
SCENE

03

                                                                                                                                                                                                                                                                

京都府
府　立 指導者用

デジタル教科書
（教材）

【iPad】
English Communication Ⅱ
BIG DIPPER

使用しているICT教材・端末

利用して感じるメリットは？
デジタル教科書を活用した
授業のこれからの展望は？

Q .

　 特別な取り組みということはしていません。

ソフトの中にガイドツアーのような機能があるに

越したことはないと思いますが，現状でも日々

の授業で困らない程度には自力で習得できま

した。それでも分からない点については，担当

営業の方に尋ねるようにしています。

A.　 教科書に書かれている内容を黒板に

書き写すという作業が無くなったので，非常

に楽だと感じています。また，ペンの機能で

書き込んだ内容を消さずに全担当クラス分

それぞれで個別のデータとして残しておけるの

で，その点も大きな魅力だと思います。

A. A.

Q . Q .

12 13

先生への

インタビュー

POINT 2 板書も音声再生も手元のiPadから

POINT 1 「テキストビュー」のマスク機能でペア活動

ICT活用事例

備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操備わっているが，　　　　   内蔵のペンツールはiPad上で操

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

本文解説のあとは正誤問題で理解度を問うことになるのだ
が，ここでもデジタル教科書の面目躍如といったところ。生徒
を指名して回答を促し，その場で「ふせん」をはがすだけで答
え合わせができてしまうのだ。問題文が投影された状態で実
施できるので，ペン機能で補足説明や解説をしやすいのも特
色といえよう。もちろん，この書き込みも消さずにデータとして
残しておくことができる。板書の必要が無く，既に設問文が書
かれた状態からスタートできることは，「テキストビュー」の本
文表示と同等か，それ以上に便利かもしれない。

本文理解度確認
SCENE

02

　　　　　に慣れる
ために取り組んだことは？
　　　　　　　　　　　　　

岡本 菜々実 教諭  英語コミュニケーション 

を

指
導
者
用英語

ENGLISH

スライドビュー

AB
C



教科書に掲載されている漢詩のうち２首の鑑賞を兼ねながら，漢詩のき
まりを確認する。

詩型を確認する段階では，                から再生できる漢詩の中国語音
声を再生して，押韻箇所がわかりやすく説明される。

また，杜牧「江南春」（江南の春）の読解では，作品中に登場する「鶯」が
日本のウグイスとは異なり，中国に生息するコウライウグイスであること
の説明として，                から再生できる動画コンテンツを表示する。

詩型と押韻を確認した後は，句ごとに書き下し文を確認しながら本文の
解釈を確認する。この際，                から起動できる「掛図」コンテンツ
の効果が発揮される。
「掛図」コンテンツでは，教室全体に対して見やすい文字サイズで教材本
文を表示できるほか，古典の教材（古文・漢文）についてはフレーズを抽
出したうえで訳などをふせん形式で表示できる。

漢詩の場合は句ごとに書き下し文と訳を表示・確認できるため，この表
示をもとに，ときに手書きの板書も加えながらスムーズに本文の解釈が
進められる。

名執先生が「紙とデジタルの使い分け」のポイントとして挙げられていた
「デジタルはわかりやすく表示できる」という点は，このように「掛図」機
能を用いた授業進行で，特に見て取ることができる。

先生自作のワークシートにより，漢詩を作る活動を行う。
また，漢詩・漢文を含んだプリントの作成には，訓点の表示や設
問記号を簡単に編集できる漢文ツール「かりがね」（教科書教授
資料付属）が活用されている。「かりがね」の使用により，漢文の
ワークシートを簡単に作成できる。

この「詩語集」は，同内容のPDFが「指導者用デジタル教科書（教
材）」のコンテンツとしても収録されており，今回の授業では先生
があらかじめPDFを生徒向けに配信することにより，協働学習の
便宜が図られていた。

山梨県立
北杜高等学校

授業では「指導者用デジタル教科書（教材）」のほか，小テスト
用としてMicrosoft  Forms，生徒間の解答共有用として
「Padlet」（Padlet社のオンライン掲示板アプリ）を利用。
ICT 教材を補助的に用いつつ，生徒が相互に話し合い，協働し
て作品を作るという国語科らしい言語活動を実現している。

漢詩のきまりを確認

　 ICTの活用で授業がとても楽しいです。

今後はさらにAIの活用にもチャレンジしていきた

いです。生徒が語彙を増やしたり，自分が書い

た文章の論理が通じるか検討したり，AIが書

いた文章と比較したりといった活動を構想して

います。

音声・　 　掛図・映像コンテンツ
SCENE

01 漢詩を作る PDF（QR コンテンツ）
SCENE

02

予習・復習
SCENE

03

山梨県
公　立 指導者用

デジタル教科書
（教材）

古典探究

使用しているICT教材・端末

デジタル教科書の
メリットは？

紙とデジタルの
使い分けは？ 今後に望むことは？Q .

　 ノートにとるなどして残してほしい内容は，板

書するようにしています。また，デジタル教科書に

書き込んだ内容は，教科書に直接書き込ませ

ています。漢文の教材は特に板書するのに時間

がかかるので，「掛図」機能による表示が役立っ

ています。

A.　 効率よく授業を進められるうえ，メリハ

リがつくことです。論理国語・文学国語・

古典探究の各科目でデジタル教科書を使

用していますが，各科目とも週２時間しか

授業がないため，いかに効率よく進行する

かを考えています。

A. A.

Q . Q .

14 15

先生への

インタビュー

デジタル教科書の
地図を表示

掛図

ふせん

POINT 2 エスビューアを利用した読解資料の提示

POINT 1 デジタルと紙を併用した授業進行

ICT活用事例

名執 弘美 教諭

を

 古典探究
指
導
者
用国語

JAPANESE 
LANGUAGE

【Windows】

授業の冒頭５分で，先生の自作の問題による古語の小テストを
行っている。

問題はMicrosoft Formsで配信され，生徒が各自の端末で取り
組んで提出する。「パソコンが使えない人は紙もあります」と先生
から案内されるが，基本的にはパソコンを利用する生徒が多い。

この方法で小テストを行うことにより，成績処理が効率的にでき
る。論理国語や文学国語でも課題の提出はパソコンで行うことが
多い。

                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                                                                



［ 東京本社 ］
〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2丁目3番地3

［ 関西本社 ］
〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地

075-231-0162 075-256-2936（コールセンター）

●本カタログで使用されている商品の写真は出荷時のものと一部異なる場合があります。●本カタログに掲載されている仕様等は予告なしに変更することがあります。●本カタログの内容は2025年1月現在のものです。
先生方の勤務校，役職等も取材時のものです。●本カタログの有効期限：2026年3月31日●返品に関する特約：商品に欠陥のある場合を除き，お客様のご都合による商品の返品・交換はお受けできません。

　　　　　　　，チャート式及び                   は数研出版株式会社の登録商標です。iPad は米国およびその他の国で登録されたApple Inc. の商標です。Windows は米国Microsoft Corporation の米国および
その他の国における登録商標または商標です。Google Meet，Chromebook，Google スライドは，Google LLC の商標です。QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

TEL FAX

　　　　　　　　　　　　　　                   は数研出版株式会社の登録商標です。iPad は米国およびその他の国で登録されたApple Inc. の商標です。Windows は米国Microsoft Corporation の米国および

の活用事例ページを公開中！

本冊子の取材内容および過去の取材内容は，弊社ホームページから
ご覧いただけます。ぜひご覧ください。

ツールバーのレイアウトevolution.1

https://www.chart.co.jp/software/digital/s/case/

全般的な処理の見直しを行い，『スライドビューを開く時間』『コンテ
ンツを開く時間』が短縮されます。先生方の授業進行や生徒さんの
スムーズな学習を支援します。

スムーズな動作evolution.2 宿題の共有evolution.3

校内の先生が共通で利用できる『共有グループ』にも宿題配信・表示
制御ができるようになります。他の先生と宿題を共有できます。

〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地〒604-0861 京都市中京区烏丸通竹屋町上る大倉町205番地

スムーズな動作スムーズな動作 宿題の共有

2025年春
           はさらに進化します！

従来のツールバーは下部に固定されていましたが，今回のアップデートにより，
左右に配置を変更できるようになります。
左右に変更することで，これまで以上に紙面を大きく表示できるようになります。
　【変更方法：オプションタブ > 設定 > ツールバーの位置】
また，「目次」「コンテンツ集」「教材連携」「本棚」ボタンはツールバーに配置
されるようになります。

開発担当者

特にアプリ版（Windows）
での動作がスムーズに。

先生用サイトでもっとも
多かったご要望です。

よく利用される「マーカー」
「目次」ボタンを，常にアクセス
できる位置に配置しました。


